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【施設状況】
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【項目評価基準表】

【評価項目】

１　指定管理者の健全性

3 回

～

評価

令和2年度指定管理者適用施設 モニタリング評価調書
15

102001

グループ名称 障害者福祉センター

指定管理者名 社会福祉法人長野市身体障害者福祉協会 法人番号 2100005001709

所管課 障害福祉課

構成施設

障害者福祉センター

施設概要
事務室 １室、事務室（中） １室、事務室（小） １室、会議室（中）２室、会議室（小） ４室、和室付き会議室 1室、
和室 １室、機能訓練室 １室、点字パソコン室 １室、調理実習室 １室、図書室 １室、体育室（大会議室） １室

施設設置目的
　身体障害者福祉法により、身体障害者に関する各種の相談に応じ、身体障害者に対し、機能訓練、教養の向上、社会との交流の促進及び
レクリエーションのための便宜を総合的に供与することを目的とする。

基本方針等

・施設使用者に対し、自立と社会経済活動への参加を促進するため、健全な環境の下で、適切な支援を行う。
・使用者の意思及び人格を尊重し、使用者の立場に立って支援を行う。
・市、身体障害者福祉の増進を目的とする事業を行う者、保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努め
  る。
・使用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行う。

施設分類 企画型 施設利用者圏域 広域施設 代行制

4
（良い）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上

3
（普通）

・協定、事業計画が予定どおり実施された

2
（劣る）

・協定、事業計画の一部が予定どおり実施されない
・管理運営の一部において、市の指導が必要

主な実施事業

・施設の利用の許可に関すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ボランティアの育成に関すること。
・障害者を対象とする講座、教室等の開催に関すること。　　　　　　　　　　　　　・施設及び設備の維持管理に関すること。
・障害者福祉に関する講習会、研修会その他各種催物の開催の場を提供すること。
・障害者の福祉の増進に関すること。

評価 評価基準

5
（優れている）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上で、指定管理者のノウハウや努力等によるところが特に大
きい

平成18年4月1日

指
定
管
理
者
の
健
全
性

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか。
また、団体の財務状況や組織体制は、管理運営実績のある他施設での管理運営状況も踏まえ、良好で、健全か。

3　　特記事項
　　（問題等があった場合に、
　　その内容等を記入）

１
（悪い）

・協定、事業計画が全て実施されない
・管理運営の全てにおいて、市の指導が必要
・市の指導を受けてもなお、全く改善が図られない

指定管理者名 社会福祉法人長野市身体障害者福祉協会 指定回数

指定期間 平成28年4月1日 令和3年3月31日 5年 管理運営開始日
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２　施設の有効活用 No.
令和元年度 対前年比 評価

227 53%

1,490 41%

1,236 67%

14,244 57%

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

区分

市指定事業

自主事業

３　利用者評価

区分 評価

15

施設利用状況
（利用者数、件

数、稼働率など）

利用区分等 単位 平成29年度 平成30年度 令和2年度

企画事業利用回数 回 120

3

　　　〃　　人数 人 612

貸館事業利用回数 回 829

　　　〃　　人数 人 8,136

事
業
実
施
内
容

協定内容・指定管理者提案 追加事業、未実施事業及び未実施の理由

　・施設の利用の許可に関すること。
　・障害者を対象とする講座、教室等の開催に関すること。
　・障害者福祉に関する講習会、研修会その他各種催物の開催
　　の場を提供すること。
　・ボランティアの育成に関すること。
　・障害者の福祉の増進に関すること。
　・施設及び設備の維持管理に関すること。

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、市からの指示によ
り４月、５月において休館及び一部休館した。

・クリスマスの集い会
　（センター利用団体と実行委員会を設立している。）
・障害者相談会（ピアカウンセリング）

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、本年度、クリスマ
スの集い会は中止した。

（特記事項）
　「長野市障害者福祉センターの設置及び管理に関する条例」では、祝日の翌日を休館日としているが、利用者からの要望への
   対応及び利便性の向上を図るため、延べ10日を開館（事前協議済み）している。

サービス維持・
向上の取組み

（広報等）

・平成26年７月からホームページを開設し、各種教室の受講生募集、各室の利用状況等の情報提供及びセンター内に事務所を置く
団体の情報を掲載し利便性の向上を図るほか、希望する利用団体（ボランティア団体）についてその団体の活動状況等をホームペー
ジへ掲載し、団体活動の活性化を図った。
・令和２年度の開閉館日を表示したカレンダー、教室の開催情報、センター内に事務所を置く団体の事業紹介などを掲載したコンパ
クトなパンフレットを作成した。
・利用者からの苦情に対しては、第三者委員会を設置し体制を整備している。

利
用
者
評
価

内容

利
用
者
要
望
把
握

(1) 利用者要望把握方法 聞き取り

3

(2) 調査、会議等の内容
　・来所時の窓口対応、クリスマスの集い運営会議（令和２年度は新型コロナ感染拡大防止により文書による要望整理）などで
    利用者の要望の把握に努めている。

(3) 調査、会議等の結果
　・聴覚障害者用の光る警報器（フラッシュライト）が一部しか取り付けられてないため、各部屋への設置要望がある。
　・多目的トイレやオストメイトの設置、トイレの個室化の要望がある。

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情
等

(1) 良好とする評価
　・センター内の清掃、花壇の整備など好評である。
　・館内に絵画、写真、生花などが常時展示され、施設に潤いや安らぎを与えている。

(2) 苦情・改善等の要望事項
　・聴覚障害者用の光る警報器（フラッシュライト）が一部しか取り付けられてないため、各部屋に設置してもらいたい。
　・多目的トイレやオストメイトの設置、トイレの個室化をしてもらいたい。
　・机、いす等が古くなってきており、更新をしてもらいたい。（天板の辺がささくれて、危険なものが体育室にある。）
　・駐車場の収容台数が少なく(28台)、他の車の前に駐車しなければならない場合がある。

≪対応措置≫
　・施設設備、備品等の改善要望について、計画的な整備に向けた協議を市としている。
　　（警報器（フラッシュライト）を、平成30年度までに１、２階トイレに設置した。）
　・多目的トイレの設置等について、市で実施（令和２年度）する「構造耐久性調査」及び「個別施設計画」等に整備計画を立
    てるように、市へ要望した。
　・駐車場については、民間駐車場の賃貸借や周辺事業所の駐車場の借用許可により、駐車場の確保に努めている。
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304 301

2,072 2,039

1,196 1,157

15,243 14,548



４　事業収支 No.
評価

項目 金額 金額 項目

利用料金 使用料

指定管理料 20,944,000 雑(納付金)

委託料 行政財産目的外使用料

販売収入等 貸付料

その他収入 173,000 その他

自立支援給付

計 21,117,000 0 計

人件費 11,280,000 20,944,000 指定管理料

設備管理費 4,077,000 委託料

備品購入費 需用費

修繕費 350,000 役務費

光熱水費 2,730,000 使用料・賃借料

事業費 749,000 修繕費

事務経費 1,864,000 98,130 工事請負費

本社経費 備品購入費

その他 その他

計 21,050,000 21,042,130 計

収入 0

支出 67,000

自主事業損益 -67,000

損益 差引

５　管理運営全般 　※ すべて　　　で、「３」。「４」「５」とする場合は、評価理由欄に理由を記載してください。

区分 チェック欄 評価

15

事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（令和2年度） 市の収支

年度計画額 収支実績額 令和2年度決算 令和元年度決算（前年度）

3

項目 金額 項目 金額

委託料 行政財産目的外使用料

自立支援給付

販売収入等 貸付料

その他収入 184,570 その他
歳入

使用料

指定管理料 20,944,000 雑(納付金)

計 21,128,570 計 0

支出

人件費 9,764,342

歳出

指定管理料 20,755,000

収入

利用料金

修繕費 940,080 役務費

光熱水費 2,259,451 使用料・賃借料

設備管理費 4,098,210 委託料

備品購入費 需用費

本社経費 備品購入費

その他 その他

事業費 222,865 修繕費

事務経費 2,574,223 工事請負費

計 19,859,171 計 20,755,000

0 1,269,399 -21,042,130 -20,755,000

人件費比率【人件費(賃金等)／令和2年度指定管理者事業支出】(支出に占める人件費の割合) 49.2%

自主
事業

収入 0

支出 0

自主事業損益 0

本社経費が、計画額と実績額で異なる理由

管
理
運
営
全
般

確認内容

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が、適正で有効に配置されているか

平等利用

経理

施設・備品の
維持管理

セルフモニタ
リング等

3

配置実績
（うち市内雇用職員数）

常勤３人（３）、　非常勤３人（３）

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 使用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品はⅠ種、Ⅱ種を明確にし、それぞれ台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが遅滞なく提出されたか
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６　危機管理体制 No.

区分 チェック欄 評価

個人情報保護

７　地域連携

評価

【総合評価】

評価

3

3

3

3

3

3

3

3

協定内容・指定管理者提案 追加された内容、未実施の内容及びその理由

  ・職員は市内在住者を雇用している。
　・物品の購入、修繕工事、業務委託等について、市内及び施設近隣
　　事業所の活用に努めている。

　※ すべて　　　で、「３」。１ヵ所でも空欄の場合は「１」。「４」「５」とする場合は、
     評価理由欄に理由を記載してください。

15

危
機
管
理
体
制

確認内容

安全対策

1 危機管理マニュアルなどが整備されているか

3

2 危機管理マニュアルなどの内容が職員に周知されているか

緊急時対
応、体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

60
事業収支 6

地
域
連
携

地域の声を聞く体制や、協働で地域貢献ができる運営であったか。市内雇用や市内事業者から物品を購入する等、地域を活用した管理運営で
あったか。障害者就労施設等からの物品及び役務の調達に努めたか。

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

前年度からの課題 改善状況 改善案等（改善されていない場合）

・修繕工事の計画的な実施に向けて、
　必要な予算を計上するように、
　予算要求を行う。

・換気扇取換３台（事務室２機能
  訓練室１）
・目隠しルーパー設置（更衣室
  外）
・防災盤予備バッテリー交換
・座卓（25台）更新
・座布団（60枚）更新
・玄関前植木伐採５本

・修繕工事の計画的な実施に向けて、必要な
　予算を計上するように、予算要求を行う。

総
合
評
価

評価項目 得点 総合評価

指定管理者の健全性

管理運営全般 12

危機管理体制 6

地域連携 6

6
合計得点

施設の有効活用 12

利用者評価 12

次年度の目標・
取組み等

（施設所管課）

　・条例及び基本協定等に基づき、適正かつ円滑な長野市障害者福祉センターの管理及び運営に努める。
　・常に施設利用者の目線に立った、親切で丁寧な対応に心がける。
　・ホームページの有効的活用により、各種教室の紹介、受講生の募集、利用団体の情報の周知を行い、利用率の向上
　　を図る。
　・施設・設備の管理をきちんと実施し危険箇所の解消に努め、利用者の事故防止と利便性の向上を図る。
　・令和４年度実施予定の長寿命化改修工事の実施設計において、利用者から寄せられている要望を可能な限り反映するよう努
    める。
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評価理由

　・利用者のニーズを把握し、祝日の翌日を開館するなど、利便性の向上を図っている。
　・センターの駐車場だけでは不足することが予想される場合は、事前に周辺事業所の駐車場の使用を依頼し、
　　無償で提供をうけ、利用者の便宜を図った。
　・新型コロナウイルス感染症の影響で、衛生用品購入による消耗品費の増大が見られたが、緊急事態宣言が発令中、講座が開
    催できずに不用額となった事業費を充てることで、管理費の有効活用が見られた。
　・また、スマートフォンやタブレットの普及が増加する中で、毎年開催しているパソコン講座とは別に、スマートフォン、タ
    ブレット講座を新規に開設するなど、事業に工夫が見られた。

取組み・改善案等
（施設所管課）

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

基準値

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

指定管理者の健全性

基準値



No.

　① 評価理由

　② 次年度以降の取組み

　・トイレの整備、非常発電機の更新等の計画的な施設整備、並びに机・椅子の更新等、市に要望を行う。
　・ホームページに各種教室講座を紹介し、受講生の募集、利用団体の情報を掲載し、会員及びボランテイアの加入促進を図る。併せて、関連団体等のホームページへの
　　リンクを貼り、障害者の福祉向上と社会参加の促進に引き続き努める。
　・障害者相談会（ピアカウンセリング）を開催し、障害者自身が抱えている痛みや悩みに、同じ立場にある当協会の相談員が相談に乗り、課題解消に向けて共に考え、
　　支援に努め、当事者の自立と社会参加を促進する。
　・指定管理の受託者である（福）長野市身体障害者福祉協会の透明性の確保を図るため、定款・現況報告書等についてホームページに掲載する。
　・福祉避難所の指定を受けている施設であることを認識し、避難者が不自由なく避難生活を送れる施設・設備のありかたについて、市と検討する必要がある。
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　③ その他

　・センター内の清潔保持に努め、花壇の整備を行い、季節感が漂う花・木を植え、来館者の目を楽しませている。
　・利用者の善意により、館内に絵画や写真、生花など常時展示され、施設に潤いや安らぎを与えている。
　・駐車場が狭いため、土日の場合は近隣の駐車場を利用するよう、利用団体に依頼した。
　・利用者の個人情報については、利用目的を明確にし適正に取り扱うとともに、目的外での利用は行わないようにした。
　　また、個人情報が記載された文書の廃棄は、シュレッダー処分により行った。
　・利用者に対し、移動支援(視覚障害者)・筆談に応じるなどサービスの向上に努めた。

(2) 指定管理者業務実施上の課題

　・駐車スペースの確保について、引き続き市に要望していく。
　・施設が建設されてから30年以上経過しているため、施設の修理費が増大している。とりわけ、非常用発電機については、更新部品が確保できない
　　こと、また福祉避難所としての電源供給も必要であり、機器の更新が必要と指摘されている。利用者の安全性の確保・事故の未然防止、健康面へ
　　の配慮及び社会生活の変化への対応、また、福祉避難所として必要な機能の整備など、総合的な観点から長期的展望に立った修繕・改修計画が必
　　要である。
　・利用者のプライバシー保護と障害に対応した機能を備えたトイレの整備が課題で、カーテンの仕切りから個室化、多目的トイレの設置、オストメ
　　イトの設置、フラッシュライトの設置等が必要である。
　・敷地内、隣接道の除雪は職員だけでは対応が困難な場合があり、対応を検討する必要がある。
　・施設開設以来、机や椅子を取り換えていない体育室や会議室について計画的な更新が課題である。

(3) 総合評価
評価基準
【A】計画や目標を大きく上回る　【B】計画や目標を上回る　　　【C】計画や目標どおり
【D】計画や目標を下回る　　　　【E】計画や目標を大きく下回る

指定管理者
自己総合評価 C

　・「長野市障害者福祉センターの設置及び管理に関する条例」に規定する施設の設置目的及び基本協定に沿って、指定管理者の業務を適正に
　　実施した。

指定管理者自己評価

(1) 今年度の取組みに対する評価

　① サービス向上に向けての取組み

　・ホームページを開設（平成26年７月から）し、各種教室の受講生募集、各室の利用状況等の情報提供、ｾﾝﾀｰ内に事務所を置く団体の情報掲載
　・ボランティア団体の活動概要の掲載などを行い、利用者の増と利便性の向上及びボランティア団体の育成に努めた。
　　また、「利用申請書」及び「センター使用団体概要届出書」の申請書類をダウンロードできるようにし、施設の予約は電話、ＦＡＸまたは
　　Ｅメールのいずれの方法でも対応している。
　・祝日の翌日を開館（平成27年度から）とし、利用者の利便性向上を図った。
　・当センターの開閉館日を表示したカレンダー及び教室開催情報、並びに当会館内に事務所を置く団体の事業を紹介したパンフレットを作成した。
　・パソコン相談会を月１回、パソコン教室を年１回（４日間）を開催した。
　・スマートフォン・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ活用講座を年４回新規に開催した。
　・利用団体と実行委員会（構成団体：約20団体）をつくり、「クリスマスの集い」を昨年に引き続き開催の予定であったが、新形コロナウィルス蔓
    延防止のため中止した。

　② 業務の効率化に対する取組み

　・ホームページを開設し各部屋の利用状況と利用申込書を掲載し、電話等による問い合わせの削減及びFAX,メールでの申込書の受付けなど
　　効率化に努めた。
　・令和２年度の開閉館日を記載したカレンダーを作成し、開閉館日等の問い合わせの削減を図った。
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